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研究成果の概要（和文）：　日本における学校地学の現状と課題を明確にし，従来の枠組みを超えた新たな地学教育の
展開を探った。学校地学の限界を踏まえ，今後の学校内外の地学教育システム構築の視点を明確にして，地学的内容の
専門性の一般化を図った。その一例として自然景観だけでなく歴史景観，観光資源にも着目した。
　具体的には，糸魚川地域，洞爺湖有珠山など各地域の世界ジオパーク，日本ジオパークの登録，活用を意図し，防災
教育や地域活性化など観光資源開発等への取り組みを探った。さらに，義務教育段階や社会教育の中で地学的自然の知
識やスキル習得を通した科学リテラシー育成につなげるための内容や方法を現地調査や研究授業等によって明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：　We looked for development of earth science education beyond a conventional 
structure while doing the issues clearly with the current state of the school earth science in Japan. It 
was based on the current state and the limit of the school earth science concretely, and the angle of the 
earth science education system building outside the school was made clear.
　In particular, we planned for generalization of specialty of the earth science contents. Some 
historical views and tourist attractions, for example, as well as natural views are also aimed for 
learners from the viewpoint of education for sustainable development.To make it clear whether it's 
possible to link it to knowledge of earth science nature and scientific literacy upbringing through skill 
acquisition, field surveys and educational practices in Itoigawa area, Toyako Lake Usu-zan of Japan 
Geopark, were performed.

研究分野： 地学教育，科学教育

キーワード： ジオパーク　地学教育　ESD　自然災害　自然景観の活用
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１． 研究開始当初の背景 
 日本においては，理科教育は物理・化学・
生物・地学と４領域が確立されながら，高等
学校での地学の履修率や大学受験の選択状
況など高校教育段階以降での地学教育は教
科・科目としての存続そのものに厳しい現実
がある。また，義務教育段階においても全国
画一的な学習指導要領のもと，理科教育では
地域の地学的自然を取り入れた教科内の取
り組みにも限界がある。さらに理科教育を指
導する教員養成の課題として，義務教育の中
でも地学的な基礎知識を有した教員が多い
とは言えない状況である。 
しかし，観光立国を目指す日本において，

各地には多様な自然景観が存在する一方で，
2011 年東北地方太平洋沖地震時に見られた
ように，地震やその直後に生じた津波のメカ
ニズムなど自然災害に関連した基礎・基本の
知識等が一般市民に対しても十分であった
と言い難い。3.11 後は，特に，自然災害発生
の理解など地学に関わる教育が不可欠であ
ることが痛感された。 
近年では，世界ジオパークや日本ジオパー

クの登録に向けて国内でも注目が高まって
いる。世界ジオパーク等自然災害への防災を
含めた地域の地学的自然を主題とした取り
組みを具現化することは，ESD（Education 
for Sustainable Development；持続発展教育，
以後，本稿では，ESD と略記する）の実践が
求められる今日，日本から世界に発信可能な
教育としても捉えることができる（藤岡，
2007）。 
 
２．研究の目的 
 まず，自然災害に対する防災教育や自然景
観活用など地域に根ざした地学教育の展開
方法を探る  
国内での学校地学教育の現状から，地域に

おいて自然災害に対する防災教育や自然景
観形成の科学的リテラシー育成が十分でな
いという懸念はあるが，現在の教育課程上，
「地学教育」の必要性は認められても，この
時間数を増やしたり，新たな教科・科目の設
定を位置づけたりすることは容易ではない。
その状況の中で，地域の自然遺産を中心とし
た世界ジオパークや日本ジオパーク，世界遺
産の教育的活用は，地学的な内容の知識・ス
キル習得の機会を補うという学校教育にお
ける問題の解決レベルから，地域の防災・減
災や活性化にまで，結びつく可能性が高い。
つまり，自然の価値や災害への防災・減災を
理解するための科学的リテラシーが学校や
地域で十分育成されていない課題を解決す
るためにも，本研究でのジオパーク教材やそ
の教育プログラム開発及びその実践方法と
いうシステムの構築が求められる。 
次に自然景観に注目した教育素材が ESD 

としての地方の活性化につながる可能性を
示す。高齢化・少子化に伴い地域の活性化が
望まれている中，地域の特色や取り組みを科

学教育・環境教育の観点から分析・考察する
ことは，ESD の実践が求められている今日，
逆に日本が世界に発信可能な学校教育を超
えた素材の活用として捉えることができる
（藤岡，2008）。その中で近年，我が国では
観光による地域産業の振興が注目を浴びて
いる。社会人にとっての「総合学習」の素材
となりえるのが観光資源であると言える。従
来，地域の特色として取り組まれてきた環境
教育や科学教育の教材を一般市民に対する
生涯学習を踏まえて観光資源の発掘，開発と
いう観点から捉え直す意義がある。 
 
３．研究の方法 
 日本海側など過疎化，少子・高齢化が進む
地方で，日本の自然遺産や日本ジオパークを
取り入れて，どのような地域活性化をめざし
た活動が行われているのかを，STS 教育（科
学技術を社会的文脈から捉える教育），環境
教育，ESD などの観点から分析・考察する。
特に，自然景観や資源供給という自然の恩恵
面だけでなく，自然災害や防災面についても
取り上げる。 
まず，国内のジオパークや世界遺産に指定

されたり，登録を目指したりしている地域の
地史・地質・地形・気候・気象・水文などの
地学的自然への地域での取り組みを中心に
分析・考察を踏まえて整理する。それらをも
とに自然遺産，自然環境や科学技術と関係の
深い文化遺産，日本ジオパークから適切なも
のを取り上げ，現地調査を経て学校教育や社
会教育の中で地域活性化に繋がる教材，プロ
グラムを開発する。その開発された教材，プ
ログラムにもとづいて，各学校や教員養成，
教員研修で実施し，その成果を考察する。具
体的には以下に記す。 
(1)学校教育における地学教育の問題点の整
理と今後の地学教育展開の在り方の検討 
 日本の地学教育の教育課程上の問題点を
小学校，中学校，高等学校ごとに探り，「総
合的な学習の時間」や学校行事等において，
地学的な自然を学ぶ多様な機会についての
現状と課題を考察する。 
(2)世界ジオパークや日本ジオパーク等が存
在する地域教材の分析 
世界遺産や世界ジオパーク等を有する各

地域の自然景観（地史・地質・地形・気候・
気象・水文・植生・生態系など）の特徴や地
域産業に関連する内容を，国内外に発信可能
な日本型の環境教育，ESD の観点から整理し，
それらを分析する。特に科学リテラシー育成
に繋がる地域や学校教育で実施されている
方法や内容，システム構築についての教育実
践を収集し，その課題を探る。 
(3)日本ジオパークを構成する要因となる自
然現象と自然災害の関連性の分析 
日本ジオパークの中で地震災害・火山災

害・気象災害・地盤災害などに関係する自然
災害の特色を示すものを取り上げ，日本海側
に発生した近年の自然災害の被害，支援・復



興活動の経緯等関連させて，整理，構成する。
継続的に取り上げるのは，中越地震(2004)，
能登半島沖地震(2005)，中越沖地震(2007)，
新潟・福島水害(2004，2011)，東北地方太平
洋沖地震（2011）等であるが，金属鉱床資源
の供給や自然景観形成の面も重視する。 
(4)鉱山の今日的意義と閉山後の活用調査 
佐渡金銀山等鉱山の特色，閉山後の活用を

文献・現地調査から分析する。また，日本独
自の技術史，科学技術史がどのように扱われ
ているかを STS 教育開発の観点から考察す
る。佐渡金銀山については，日本海の成立と
合わせた教材化に適切な資料を収集し，閉山
後も続く地域活用を調査し，観光資源の開発
等地域活性化の点から分析する。 
(5)世界ジオパークを活用した野外巡検を伴
う実践授業や教員研修の実施 
学校を対象としては，世界ジオパークに登

録されている糸魚川地域，洞爺湖有珠山等の
小学校など地下資源の形成，自然災害の発生
などを取り入れた授業を行う。その後，ジオ
パーク登録に指定されたフォッサマグナ地
域や有珠山周辺で野外巡検を実施する。この
取り組みによって，地域の自然環境等に対し
て意識がどのように変容したか，野外活動を
伴う授業前後の質問調査から，取扱い内容の
効果，問題等を探る。また，この意識向上等
から，地域にもとづいた科学教育，環境教育
と関連した地学教育の意義を明確にする。 
 (6)国内のジオパークにおいて自然災害と
関連した事例の収集・分析 
国内において既に世界ジオパークとして

地域の学校等で取り組まれている先進事例
やこれから登録を目指す日本ジオパーク等
の新たな事例を取り上げることによって，自
然災害の特性や地域独自の特殊性，一般性を
探る。例えば，先述の北海道洞爺湖有珠山，
島原半島，糸魚川等以外にも磐梯山や三陸地
域を対象として，地震・津波災害，火山災害，
気象災害，地盤災害などそれぞれの自然災害
と自然景観の形成とどのようなつながりが
あるのかを，学校教育のカリキュラムと照ら
し合わせて，各学校での学習段階の地学教材
として整理する。 
(7)国内外に発信可能な地域観光資源と結び
付く地域地学教材の開発 
学校教育だけでなく，一般市民を対象とし

た生涯学習の教材としても活用できるよう
な内容とし，観光による地域活性化につなが
ることも意図した地域教材を作成する。さら
にこの地域教材を教員研修等の中で取り扱
い，社会教育まで意識した教材・プログラム
などの開発を行う。具体的には，日本の自然
景観・歴史景観の写真を取り入れたパワーポ
イント教材，動画，グラフ・データを集約し
た教材として提示する。また，これらの自然
景観等の説明用の冊子を入れる。教材の主な
テーマは地下資源，エネルギー資源，考古学
教育，自然災害に関する防災・減災教育，観
光資源であり，ESD の観点を反映するものと

する。 
引き続き (7)で作成した教材にもとづく

学校授業，教員養成系大学学生，教員研修等
で実施し，その成果を探る。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は以下のとおりである。 
(1)日本の学校地学の課題とジオパークの持
つ地域教育（社会教育）の意義 
 平成 20 年度以降の学習指導要領改訂によ
って小学校から高等学校までの理科教育の 4
領域の系統性が見られるにもかかわらず，高
校地学の履修状況，センター試験等の採択率
から厳しさが明確になった。しかし，一方で，
義務教育段階における理科（地学）教育の内
容の充実，日本列島の特色による地域の地学
的自然の活用から，様々なバックグラウンド
からなるジオパークによる啓発，教育の可能
性が認められた。特に昨今注目されている地
域に根ざしたESDのねらいを伴った授業実践
や社会教育については，ジオパークの活用に
大きな意義があることを明確にした。 
(2)自然の二面性を重視したジオパークの活
用 
 東日本大震災以降，自然災害や防災教育が
注目を集めるようになった。確かに自然景観
を形成するエネルギーは災害に転化するこ
とがある。しかし，児童生徒の発達の段階や
地域の人達の興味関心や誇りを高めるため
には，自然景観の形成を正しく理解すること
が必要である。地震や津波を生じるプレート
の動きは，同時に海岸線の景観をつくる岩石
などの運搬，堆積の営力などにもなる。また，
火山活動の被害が 2014 年 9 月の噴火以来，
危機が煽られるようになっている。しかし，
日本列島は火山の恩恵が大きいことをその
実例から明確にした。 
(3)歴史景観，社会教育施設を活用したジオ
パークによる地学教育 
 一般の人達の地学的自然に対する興味関
心は，生物学的自然に対する興味関心，さら
には歴史的興味関心に比べて，ずっと低いこ
とが明確になっている。一方，ジオパークに
は考古学や産業遺産を含め，歴史的景観をそ
の要素としていることも多い。例えば，考古
学的な遺物の産出地（特に石器素材など）と
も関連付けられているジオパークも国内に
は存在する。火山噴火の恐れや壮大な景観に
よる山岳宗教との関係からジオパークの自
然と寺社などが結び付けられている地域も
多い。これらを取り扱うことの意義を明らか
にした。 
 さらに，考古学的な遺物や地学的な特色を
持つ岩石や鉱物，化石は，その産出地で観察
されるよりも博物館等で整理，活用されるこ
とが多い。また，博物館では，ジオパークの
拠点となる資料も収集され，物的資源だけで
なく，何よりも教育・啓発に直接，大きな役
割を果たす人材的な資源も有する。ジオパー
クの物的・人的資源，管理等と教育，啓発へ



の具体的有効法を明確にした。 
(4)ジオパークにおける実践とこれからの地
学教育の再構築 
 ジオパーク等の地学的自然を活用した各
地域における具体的な実践から得られた成
果を以下に示す。 
①糸魚川世界ジオパークをフィールドとし
た野外プログラム等の開発とその意義 
 糸魚川世界ジオパークについて開発した
副読本，プログラムをもとに 3校の市内の小
学校，保護者を対象にして野外観察等を実施
した。終了後の質問紙調査の回答を分析した
結果，小学校低学年の学校理科では不十分な
知識でも現地において，説明の仕方を工夫す
ると学習指導要領を超えた内容についても
興味を持って理解することが明らかになっ
た。また，保護者も地域のジオパークの存在
を知っていても，地質・岩石等についての詳
しい内容は知らなかったり，興味がなかった
りしたが，現地で観察，理解することによっ
て，他のジオサイトやジオパークに対しても
興味関心が高まることがわかった。さらに，
子供の興味関心が高まったことを実感した
保護者が自分自身も積極的な意識を持つと
言う相関がみられた。 
②洞爺湖有珠山ジオパーク活用のための教
材化 
 ここでは，世界ジオパーク及び日本ジオパ
ークに指定されている洞爺湖・有珠山に関す
る地域独自の地学的自然を取り入れた学校
教育における教育プログラムの作成を行っ
た。そして，洞爺湖・有珠山方面に修学旅行
で行く小学校を主な対象として，調査及び授
業実践に取り組んだ。次は，その主な内容で
ある。 
 ○地学教育の教育課程上の問題点を主と
して小学校について探り，指導の視点を明確
にした。 
 ○有珠山に関係する地域の自然景観（地
史・地質・地形など）の特徴に関連する内容
を地学教育の観点から整理し，それらをプロ
グラムに加えた。 
 ○有珠山の火山災害などに関係する自然
災害の特色を示すものを取り上げ，観察のた
めの教材を作成した。 
 ○学校行事（校外学習）で有珠山に行く予
定の小学校６年生を対象に，「火山」をテー
マとした有珠山の歴史や自然災害の発生な
どを取り入れた事前学習を行った。その中で，
特に自然の見方についての指導に重点を置
き実践を行った。 
 ○事前学習，現地学習，事後学習を通して，
児童の実態と学校教育で使用できる学習プ
ログラムの有効性について検討した。 
 以上の結果，自然の見方を重視する方法を
取り入れた修学旅行の事前学習，現地学習，
事後学習の学習プログラムは児童の学習に
とって効果的であることが明らかになった。 
③鹿児島県錦江湾桜島の事例を中心に桜
島・錦江湾ジオパークをめぐる地学の専門家

による地学教育の新たな手法開発と理論 
 桜島ミュージアムは，桜島全体を博物館と
とらえ，自然・歴史・文化の調査・保存・展
示活動を行い，桜島を現地で楽しめる仕組み
づくりに取り組んでいる特定非営利法人で
ある。設立は 2005 年で，代表者は学位をも
つ地学の専門家である。桜島ミュージアムの
スタッフは現在 11 名で，事業としては，桜
島ビジターセンターの管理運営，体験型観光
の総合コーディネート，桜島椿油のブランド
商品化・販路拡大の3つを柱に展開している。
一方，鹿児島市は， 2013 年 5 月に「桜島・
錦江湾ジオパーク推進協議会」を立ち上げ，
世界ジオパークの登録を目指し桜島・錦江湾
ジオパーク構想を打ち上げた。同年 9月には
日本ジオパークの認定を受け，官民学が連携
しながら活動を行っている。ここでは，地学
の専門家である代表者のこれまでの取り組
みに焦点を当てることで，地学教育の今後の
可能性について考察をした。その結果，「伝
える」ことよりも「伝わる」ことを重視する
活動は，「物語」や「つながり」を駆使する
ことで，地学をより伝わりやすい教育プログ
ラムに仕立てることに成功していることが
わかった。さらに，ジオパークは，地学的知
識の習得以上に概念理解の難しさと同時に
新たな教育手法や論理を編み出す可能性を
持つことを示唆した。 
④新しい自然エネルギーとジオパーク 
 ここでは，日本の自然エネルギーの中でも
っともポテンシャルが高いといわれる地熱
発電に関する基本的知識を得たうえで，日本
最大の地熱発電所である八丁原発電所と，磐
梯山ジオパークでのフィールドワークをも
とに今後のエネルギー教育の可能性という
視点から述べた。 
 フィールドワークを実施した八丁原発電
所においては，大分県の自然エネルギー高自
給率を牽引する役割を果たしていた。温泉地
域に適した「湯けむり発電」といった小さな
技術の開発も地域分散型エネルギーの時代
にふさわしいと考えられる。地下の恵みが
3・11 後の危機を反転させることを示せば，
地学教育の魅力が増すということを示す。
3・11 後の日本のエネルギー問題を考える上
で，自然エネルギー先進地の大分県の事例は
実現可能な拡大図を描けることを明確にし
ている。 
一方，磐梯山ジオパークにおいては，学習

旅行としての価値はもとより，関係者たちは
特産品の開発，グルメなど多様な観光上の魅
力を生み出す努力をしていた。多くの訪問者
を楽しませる観光地としての戦略思想も持
っている。このジオパークのツアーでは，「百
年・千年・万年ジオツアー」という魅惑的な
フレーミングのとおり，人間の営みの歴史と，
それをはるかに超えた地質上の歴史の長さ
と自然の不思議さを重ねて体感することが
可能であった。人間と自然との関係性を地球
の成り立ちから思いをはせることにつなが



るのが，地域や一般の人に対してもジオパー
クの教材としての可能性の広がりと考える
ことが可能である。 
以上の 2つの事例は，日本が地震・火山列

島であり，大量の自然資源保有国であること
を想い起こさせる。日本の豊富な自然資源を
再確認させるエネルギー教育は，3・11 とい
う戦後最大の危機の後の教材として，足元を
見つめ直す格好の材料となることを明確に
した。 
⑤地域の化石を用いた教材開発 
ジオパークの中には化石を産出する地域

も少なくない。しかし，化石はジオパーク以
外でも身近な地学教材となる。ここでは，岡
山県北部に産出する化石に着目した。岡山県
北部の津山地域は前期中新世－中期中新世
の多くの化石を見つけることができる勝田
層群が広がっている。その中でも，吉野層が
通っている岡山県勝田郡奈義町で採取でき
る岩石は，ビカリア種が多く含まれ化石の発
掘・観察がしやすい。奈義町は全国的にも珍
しく，道端の露頭などから多くの化石が産出
される。この化石を用いて小学校理科教材を
開発した。対象となるのは小学校教員を目指
す教育学部の学生であった。 
模擬授業を取り入れた本実践後の質問調

査結果から，多くの学生は，取り扱った化石
は観察しやすく楽しかった，もっと色々なも
のを観察したいと感じたことがわかった。子
供達にとって興味関心が強い部分では十分
に時間を取って活動するとより印象が深ま
ると考えられた。また，多くの学生が熱心に
発掘作業を行い，多様な質問を受けるなど化
石に興味を持っている姿が見られた。ワーク
シートにも丁寧なスケッチが多くみられ，じ
っくり観察ができていることが見受けられ
た。 
以上，この模擬授業は身近な化石を用いた

教材の工夫という視点から取り組んだが，こ
の地域の化石活用の取組の成果を，授業中の
学生の様子や質問紙調査の回答から確認す
ることができた。 
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